
平成 25年 度事業報告普

1 普業の成果

主な
'業

活勁の晨覧会開

““

業である第86巨Jκ展は今

“

も束京

`嗅

術館で,]催することにな
うた.首 椰田を中心に近経 式

“

ヽ西日本からの[|,戻,者もあったが 残金ながら前■をやや下回
る出品となった 来場

`は

咋年とほF同 様であった.
小混1屁 不,l・は 会場の確

“

の山係から (横浜li民ギャラツーの間鎖)l●lt浜市民ギャラリー
あざみ,"こて同Ⅲ闘世となり それぞれ●列:の,「催と単

"tに

は比1女できないが 出絆,`Й 山醍.
点なとも晴加傾Ⅲになり 会員や 11の 出‖,子に■表の場を

“

保することができた
|●餃 活勁として取り紐んできた 人物画勉仙会 絵画教壼ヽの所Tlは 安定した参力1者があ,

普及活動としてt*し たが 会場.l辺 (繊浜市)に 偏oた 活動になりがちとなることから 活勁
の両編と活勁範Шの拡大をHI'に 丈部を設けてlL址洒勁の拠7.・とし 展覧会や勉強会の「唯 ,
により市業洒動の活|■化を図る.い まli市支J` 東京支部の設立をLtめている

2 '業 の実施に関する|ln
Ⅲ)特 定非せⅢl活動に係る丁業

,業 名

帷 款に記

"した事業)
共l●1,な1:業内本

(A)当該T業 の

実,tl日l+

|)当1々

“

業の

実tL場所
(の従

“

者の人彙

0)政益対象

イの範四
(E)人数

活 動 計

駆 さ の

苺 業 贅

の 金 額
(単位 :

千1つ

0展 覧会の

開催事業

小綱,屁 不手展

給画教■参力]者 スケッチ

会参力「者 そのlL―般の‖|

品しやすい小品 (6=―X)

号)の 市!●1 出出を通して

芸術参画^の 迪を田く

〈A)3りj ll日3月 171
(3)秩 工市llギ ャラ リー

あざみ野
(C)延 7。名

〈D〉全員 ―般

0つ 113名

1 065

メの JAG展 の一般公,に
lL●Ffされる方のファース

トステップとして 作
`,.の

制作 ‖111を経駄すると共
に 会員との交流をはか

る

36 1JIJAO屁

公方屁 として広 く一般 よ

り■品を公分 し 優′な作

品を展示 賞をケえて つi

策のきっ力■ナを掟供する

(A) 11 ,1 16 日-24 」
(3)欄

`立
美術餌 (1野 )

(C)延 :00名

(D)会 ll  ―

'☆|)1ll名

2 803



人物口つi究会 (A)l′14 2′℃ 3′11 4′8

5′13 6/10 7/8 8′12

9′9 10′14 1:′14 12′9
(B畑浜市民ギャラツーあ

(0〉会員 -1支
〈[〉各回l125名

(D)会員 ―

"(E)各暉1約40名

(D)会員 一ik
(じ) 1′1-12′31

アクセス鷲

19046

ざみ lF
(0●回 2名

スケ ッチ会 (|)l′20  ″10 6/12

“

)Tl疎駅 県立椰模三川

公厨 刑ittrll■
(C)イい 4名

(A)各教室 (幅週企嘔日

及び1鳴週火lll日
(B)■突区文化センタ

アー トファーラムあざ

みF
(の各回3名

(A)小繹1晨 本手展 36回

lAG屁出品作,]|を掲破
(B)"沖  ia,―l●, lo

(03名

(D)一収
([)アー トファ

ー ラム あ ざみ

lF

金1曜日 13名

火噸日 10名

青粂 区文化 セ

ンタ

全1鴨日20名

絵口教章

3枚■

◎ム報啓発

事業

ホームベージに展覧会,‖

催等の活勁スケシュー

ルの広報 および晨覧会

展示作品の写=掲 載

ユ0=ュ ース■行 (A)年2回 発行
(B)1可

'nllj(C)1名

( D )会員 ―取
(0)印‖1物

各[L000¬;発

`テ



活Wll計算書

1′成 25 T l月:日から  平成 25年 12月 311ま で

‐̂

|: 日 仝  級 (1轄

一

証■1又益の部

人会0 会喪収益

入会金

会贅

禾18

等伺

'業

収益

展覧会11催

“

黎

展覧会,lイ筵J'来

経常1又●台=ト

経i費 用の詢

|'業費

展覧会開価J業

展覧会門■事業

丼及事業

広報F発

“

業

管理贅

■務LI営喪

全場費

日刷費

公識喪

市務川 R世

逓信費

広告宣=貨

資 ‖貴

性賛

質■贅

経

"賀 '1企

;|

当川経汁増減41i

経

`,外

1又イiの部

経常外収益今il

極1'外費用の¬!

固定資/■腋′]支出

子 備 |・l

糾■外賃‖1合

`|当苅正II財産η減額

青i脚繰辿正味財産頷

よ

"換

ltT味 財産額

(な季屁)
(36●I JAO力1)

(ネ季炭)
(36 J JAG展,

]:

200 0oo

3 642 000

:00

0 3 842 809

204845(

5 8,: 259

1 2∫
' 000

761 450

1 064 932

2 802 782

27 650

546 j30 1 141 794

1 イ19 040

5 890 83イ

90]800

19 200

64 600

G8 602

198 911

117 872

0

0

50 o55

0

425

0

0

0

O

425

: i33 131

3 108 556



財産目録

平成 25年 12月 31日現在

特定非営利活

蜃

Ｐ科 目  崎 要 金  頷
｀
輌 「 口

~~

資産の都

流動☆産

現企頂金

現金 (現金手訥有高)
普迪頂全 (みずほ銀行あざみ野文店)

郵使貯全

会費未収
2013年 度会贅 (3名分)

前払い螢用

仮払全

流動資産合計

固定資産

固定資産合計

資産今計

負贅の部

流勁負校

前■●

会齊前受全

い薬薇立

流動負債合計

固定負債

口定負贅合計

負使合計

正味財産

0

2548631

2072,知

460r0

1 4 Q O I X

139065

494● 556

0

4945556

0

140000

1672000

0

1812000

0

1,312000

0

3133556



貸借対照表

平成 25年 12月 31日現在
Ｎ
Ｐ
③
橋
爬

科  日 金 額  (単 位 :円) ヽ  日

-
資産の部

流勁☆産

曳金

■通預金

郵便

“

`金
前払い費月

会費未収

仮払金

流勁棗産合計

日定☆産

口定資産●計

資産合計

0

2648b31

2,072,961

140000

45000

139o65

`945556

負債の部

流勁負債

|1受金

会費前受

流勁負憤合計

同定負債

固定負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

前l,繰越正味財産

当期正味蒻L

地加額 (減少猥,
正味財産合計

●伎及び正味財産

合計

140,OO

1672000

1.612000

0

0
0

0 3133181

η 5

1812,000

3133う

“
49456o6 49455“


